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	カリキュラム（8月7～8日）
	1日目（8月7日）
	卒塾生との座談会・目標設定
	講義

	2日目（8月8日）
	フィールドワーク①
	グループワーク


	カリキュラム（10月18～19日）
	3日目(10月18日)
	フィールドワーク②
	フィールドワーク③
	フィールドワーク④

	4日目(10月19日)
	発表


	アンケートの結果と参加者の声
	参加の声　～今後どんな行動をしていきたいか？～
	・地域の方に積極的に話しかけ、交流を生みたい。 ・学校で常時中心となって、進めていきたい。 ・「笑顔ではきはきと」を心がけていきたい。 ・会話に積極的に参加していきたい。 ・何ごとにもめげずに幅広い視野を持ちたい。 ・とにかく人の話を聞き、アイディアを持ち、自分のものにする。 ・自分の意見を相手に積極的に伝える。 ・具体的な目標を明らかにして行動する。 ・自分の意見に自信を持つ。 ・相手が話しやすい態度で話を聞く。 ・個人じゃなくてチームで行動する事を意識する。

	一番楽しかったことや、印象に残っていることは何ですか？
	・みんなで決めた課題を解決するために出来る事を話し合ったこと。 ・最後の発表が短い時間での準備だったので、とても難しかったけど楽しかった。 ・講師の方々の話を聞くことができて、印象に残っています。 ・友達がたくさんできたこと。 ・最後の発表が一番楽しかった。 ・織り物の体験がとても新鮮で楽しかった。 ・みんなで1つの課題に取り組んで発表したこと。作っている時間が楽しかった。

	アンケートの結果
	今回の「南筑後みらい塾」全体を通して、 どのくらい満足しましたか？
	少し不満
	満足
	とても満足

	①地域の大人（講師）との出会いと対話 ②仲間との協働体験と関係構築  ③フィールドワーク ④グループ発表と自己成長の評価。  以上４つの体験によって、生徒自身が成長の 実感を得られたと考えられる。
	南筑後みらい塾に参加したことで、 今後地域のイベントに参加したいという 気持ちは 強まりましたか？
	5段階評価（とても強くなった・少し強くなった・変わらない・少し弱くなった・弱くなった）

	生徒たちは、「地域のお祭り」や「地域の人と たくさん関われるイベント」への参加などを 挙げていた。みらい塾を通して地域や、地域で暮らす人たちに対する関心が高まったと考えられる。


	南筑後地域未来の地域リーダー育成プログラム実⾏委員会
	大牟田市、大牟田市教育委員会、大川市、大川市教育委員会、みやま市、みやま市教育委員会、大木町、大木町教育委員会、福岡県


